








研究目的 

昨年度は国内 8 施設の協力を得,アルブミン非結合型ビリルビンン,Unbound bilirubin の

臨床的意義,核黄疸発症との関連性について検討し報告した。本年度は引き続き,新生児と

くに未熟児を対象に,生後1週間における血清総ビリルビン値と血清Unboundビリルビン値

の推移について観察し,血清総ビ値と血清 UB 値の関連性を知るとともに,新生児とくに未

熟児における新生児高ビリルビン血症の管理のあり方について検討を加えた。 


